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者
に
よ
り
、
後
日
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
、

要
請
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。
こ

の
ほ
か
、
宗
谷
管
内
全
体
の
取
り

組
み
に
す
る
た
め
に
管
内
自
治
体

議
会
へ
本
市
議
会
の
決
議
文
を
送

付
し
、
こ
れ
に
賛
同
頂
く
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。
以
下
、
決
議
文
の

内
容
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　

北
海
道
、
と
り
わ
け
道
北
に
住

む
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
の
宗
谷
本
線
は
自
ら
が
暮
ら

す
ま
ち
と
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
を
結

ぶ
、
大
切
な
公
共
交
通
機
関
で
あ

る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

は
鉄
道
事
業
の
大
幅
見
直
し
の
方

針
を
打
ち
出
し
、
地
元
自
治
体
と

の
協
議
を
始
め
る
考
え
を
示
し
ま

し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
経
営

環
境
の
悪
化
の
改
善
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
我
々
も
、
決
し
て
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
経
営
改
善
に
反
対
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
回
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が

打
ち
出
し
た
経
営
改
善
策
は
、
鉄

道
事
業
の
規
模
縮
小
と
い
う
手
段

で
経
営
改
善
を
し
て
い
こ
う
と
い

う
、
縮
小
再
生
産
的
な
手
法
と
し

か
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
経
営
が
非
常
に
厳
し
い
こ
と
は

理
解
し
て
い
ま
す
が
、
同
様
に
北

海
道
、
道
内
市
町
村
も
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
何
と
か
知
恵
を
絞

っ
て
北
海
道
の
活
性
化
、
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

道
北
地
域
で
は
、
国
鉄
の
民
営

化
に
伴
っ
て
天
北
線
、
名
寄
線
、

深
名
線
の
廃
止
を
受
け
入
れ
ま
し

た
。
確
か
に
、
バ
ス
事
業
へ
の
経

営
転
換
に
よ
れ
ば
、
経
営
効
率
が

上
が
る
こ
と
は
容
易
に
試
算
、
想

定
で
き
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

上
記
の
長
大
三
線
の
廃
止
に
よ
っ

て
転
換
バ
ス
の
本
数
は
増
え
、
見

か
け
上
は
沿
線
住
民
に
と
っ
て
利

便
性
が
改
善
さ
れ
た
よ
う
に
思
え

ま
す
が
、
沿
線
地
域
の
そ
の
後
の

著
し
い
衰
退
を
見
れ
ば
、
鉄
道
事

業
が
単
な
る
経
営
効
率
以
上
の
大

き
な
影
響
を
地
域
に
与
え
て
い
る

こ
と
を
、
我
々
道
北
に
住
む
地
域

住
民
は
身
を
も
っ
て
学
ん
で
き
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
国
の
基
本

方
針
で
あ
る
地
方
の
創
生
の
理
念

と
相
反
す
る
経
営
規
模
縮
小
と
い

う
手
法
を
と
る
の
で
は
な
く
、
い

ず
れ
も
財
政
難
の
団
体
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
た
上
で
も
北
海
道
、

関
係
市
町
村
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
三

者
が
中
核
と
な
り
、
国
、
関
係
団

体
、
地
域
住
民
の
協
力
や
知
恵
を

借
り
、
道
北
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
ひ
い
て

は
道
北
地
域
の
創
生
に
繋
が
る
と

考
え
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
ま
で
に
も
増
し
て
、
道
北

地
域
に
お
け
る
主
要
交
通
機
関
の

主
役
を
担
う
使
命
を
果
た
し
て
い

た
だ
き
、
共
に
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
も
と
よ
り
、
国
や

道
及
び
市
、
関
係
団
体
や
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
一
致
団

結
し
て
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め

行
動
し
ま
す
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

稚
内
市
議
会

市議会だより
わっかないわっかない 発行▶稚 内 市 議 会

編集▶議会広報委員会

電話▶23－6489（直通）

平成28年10月1日

第155号（臨時号）

決　

議　

文

　

平
成
28
年
9
月
定
例
会
は
、
9

月
16
日
に
開
会
し
ま
し
た
。
16
日

の
本
会
議
で
は
、
市
長
の
一
般
行

政
報
告
や
各
議
案
の
特
別
委
員
会

へ
の
付
託
を
行
い
ま
し
た
。
内
容

に
つ
い
て
は
、
12
月
発
行
の
市
議

会
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
臨
時
号
で
は
、
同
日
可
決

さ
れ
た
、
決
議
案
に
つ
い
て
紹
介

を
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
可
決
さ
れ
た
決
議
案
は
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
対
し
、
今
ま
で
以

上
に
道
北
地
域
の
主
要
交
通
機
関

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
ま
た
、
国
や
北
海

道
、
市
町
村
、
さ
ら
に
は
私
た
ち

沿
線
住
民
も
含
め
、
一
致
団
結
を

し
、
地
域
活
性
化
を
目
指
す
こ
と

を
決
意
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

豊
富
・
幌
延
両
町
議
会
、
上
川
地

域
の
各
沿
線
自
治
体
議
会
で
も
同

様
に
決
議
さ
れ
、
各
議
会
の
代
表

Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の

　

使
命
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
、

　　 

共
に
道
北
地
域
の
創
生
を
目
指
す
決
議

　

今
回
は
、
市
議
会
だ
よ
り
の
臨

時
号
を
発
行
す
る
と
い
う
初
め
て

の
試
み
を
行
い
ま
し
た
。
今
ま
で

は
定
例
会
終
了
後
に
記
事
を
作
り

編
集
を
行
う
の
で
、
議
会
だ
よ
り

の
発
行
に
2
カ
月
ほ
ど
の
時
間
を

要
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
早
目
に
お
知
ら
せ
し
た

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
限
り

対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

【
議
会
広
報
委
員
会
】

編
集
後
記

編
集
後
記

起立採決の様子起立採決の様子

決議の提案説明をする藤谷議員決議の提案説明をする藤谷議員

稚内駅に到着するスーパー宗谷稚内駅に到着するスーパー宗谷
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　市議会にとって初めての試みとなる、市民の皆さんとの意見交換会を
開催します。将来の稚内を共に考える場にしたいと思っていますので、
どうぞお気軽にお越しください。
　なお、意見交換の内容ごとに各常任委員会が担当します。

◆日程　平成28年10月31日（月）　
◆時間　午後6時30分～午後8時（予定）
◆場所　市役所５階正庁
◆内容　①9月定例会の報告【所要時間：10分】
　　　　②意見交換会　　  【所要時間：60分】

議長　中井淳之助

横 澤 輝 樹 佐藤由加里 田 森 和 文 岡 本 雄 輔 千 葉 一 幸 鈴 木 茂 行 藤 谷 良 幸 本 田 　 満

稚 内 市 議 会 主 催

参加申し込みは不要です。 どちらの会場にも参加できます。

【お問い合わせ先】  稚内市議会事務局　☎0162－23－6489

総務経済常任委員会

「人口減少問題について」

加申 会場 加

◆日程　平成28年11月10日（木）　
◆時間　午後6時30分～午後8時（予定）
◆場所　稚内市立図書館  多目的ホール
◆内容　①9月定例会の報告【所要時間：10分】
　　　　②意見交換会　　  【所要時間：60分】

川 崎 眞 敏 鈴 木 利 行 佐々木邦夫 吉 田 孝 史 伊 藤 正 志 近 藤 文 恵 吉 田 大 輔 中 尾 利 一

民生文教常任委員会

「ごみ処理の実態について」 「将来の医療について」

市民と議会の

市議会にと て初めての試みとなる 市民の皆さんとの意見交換会を

意見交換会意見交換会


